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物
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係
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弔
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E
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町
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何
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叢

公
金
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岨
聞
の
課
税

マ
ル
ク
ス
の
農
業
勢
働
者
持
見
附

ミ
ル
の
エ
ソ
ロ
ヂ

1
論
-

脇

町

捨

胴

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
媒
・

抱

肌

精

卵

地

宗
門
人
別
攻
制
度
の
泊
平

工
業
分
布
論
に
闘
す
る
文
献
・

僻

椎

錦

職

精
紳
労
働
有
ご
調
議
所
得
税
法
一
法
措
{

硝
遜
都
市
川
吋
采
合
臼
働
市
平
交
通
・
組
抑
制
叩
ゴ

ス
ミ
ス
k

リ
ス
ト
内
終
消
波
捷
階
段
説
。
桜
前
向
い
土

京
都
一
帝
岡
大
型
経
済
同
学
命
日
大
曾
記
事

池山叫

A
F

欄
傭
整
制
某
A

常
時
間
脅
計
法
巾
此
正
・
不
内
比
作
宅
地
匝
此

J

止
出
・
土
地
賃
貸
倒
飾
湖
克
容
凡
合
法
・
土
噛
貸
住
慣

持
制
査
帯
貝
A
刑
法
施
行
机
則

法
問
中
博
士

品

市

博

士

文
山
中
博
F
1

仔避暑日一月七年三三和昭

法

明

博

士

純
昨
川
市
士

-
日
制
昨
川
中
」
J

禁
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一 一一 一一

雑

鋒

捕
逸
都
世
に
Am
吋
る
接
合
自
鋪
車
交
通
の
現
献

濁
逸
都
市
に
於
け
る
乗
合

白
働
車
交
通
の
現
賦山

信

口

男

近
時
、
我
闘
に
於
て
も
一
、
都
市
人
口
の
急
減
な
る
膨
脹
に
つ
れ

τ、
都

市
に
於
け
る
交
掴
儒
岨
は
典
常
な
る
誕
腿
を
建
げ
、
従
来
の
路
面
喧
車
丈

で
は
、
到
底
、
之
に
臨
じ
得
な
い
と
と
h

な
っ
た
@
そ
乙
-
て
、

ζ

白
僻
陥

を
楠
は
ん
が
た
め
に
、
一
方
、
高
山
迫
力
惜
車
百
計
謹
せ
ら
れ
る
と
共
に
、

他
方
.
乗
合
自
働
車
宇
タ
ク
シ
ー
um
若

L
E
俊
議
す
る
に
出
た
っ
た
の
で

あ
る
。近

者
目
、
自
己
】
山
片
岡
ω巳，
2
]
μ
宵
吉
会
骨
三
円
プ
耳
目
n
p
岳
町
凶
凶
HH'

官
官
官
ロ
四
一
品
口
伺
「
耳
ロ
ロ
叫
に
は
、
。
司
。
岳
当
世
ιnr=F]唱。門

sp

mv

ロ〈
z
r
m
r
H
E
H
】

mHM諸
国
由
M
A
F

な
る
論
文
が
鵠
A
J

て
ゐ
る
o

と
れ
は
、

口
同
何
回
向
吉
岡
島
目
的
E台
ω昨
日

mnqo
ロ
〉
百
戸
朋
仏
日
目
Z
告
目
。
ユ
日
て
あ
る
右

プ
品
ヒ
ナ
1
氏
封
、
一
九
二
四
年
庭
、
日
間
年
又
は
岨
官
接
年
度
}
に
於
け
る
都

市
高
沼
田
賀
朕
に
つ
い
て
、
人
口
一
主
関
以
上
絹
迦
柿
市
八
十
五
市
に
劃
し

て
畿
L
た
る
同
音
放
に
謝
す
る
各
都
市
白
報
告
主
基
嘩
と
し
て
な
せ
る
精

細
な
る
統
計
的
研
究
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
庇
と
百
へ
ば
、
既
に
三
年
前

で
は
あ
る
が
、
乙
由
舗
白
研
究
と
し
て
は
、
と
れ
は
、
恐
ら

t
品
新
白
も

白
と
一
百
ふ
て
不
可
な
い
で
あ

υ
ろ
。
同
氏
は
、
こ
の
論
文
に
於
て
、
都
市

白
人
交
誼
在
、
鋪
道
宝
酒
、
布
樹
首
車
克
語
、
乗
告
白
働
車
交
語
、
「
ド
ロ

u
d
a

ケ
」
交
温
、
高
誼
庭
電
車
交
語
、
船
舶
宝
酒
、
型
中
交
酒
田
七
項
に

第
三
十
五
番

}三一四

第

規

四

と合 分
思白骨
ム働て
。 車 、

交研
泊先
自 L
項 て
を 居
左る
に四
紹で
fr高
L る
てが

3苅

我 私
岡は
均出 、
01¥'そ
，-' '" 思中

考に
にて
供将
しに
記 、

い乗

一乗
A
ロ
馬
車
は
、
永
ら
く
の
問
、
各
地
に
於
て
、
都
市

に
於
げ
る
唯
一
の
大
量
輸
逸
機
関
で
め
っ
た
が
、
そ
の

後
、
市
街
電
車
の
後
遺
に
つ
れ

τ、
漸
衣
衰
へ
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。
ご
こ
み
が
、
数
年
来
、
各
地
に
於

τ、

乗
合
車
交
通
が
再
び
盛
ん

Z
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
・
そ
れ
は
、
従
来
の
も
の
芭
は
、
会
〈
性
質
tf

異
に
し
て
居
る
。
蓋

L
、
同
じ
〈
乗
令
本

t
云
ふ
も
、

近
時
の
そ
れ
は
、
従
来
の
も
の
、
如
く
、
馬
車
で
は
な

〈

τ、
白
働
車
で
あ

h
、
ま
た
、
従
来
乗
合
馬
車
は
、

殆
一
ん
ど
専
ら
、
都
市
内
部

ω交
通
に
貢
献
し
犯
の
仁
反

し
て
、
現
時
の
乗
合
白
働
車
は
、
専
ら
都
市
の
内
部
記

外
部
ご
の
閑
の
交
通
を
助
り
て
ゐ
る
、
ご
一
五
っ
て
も
よ

い
か
ら
で
あ
る
o

ひ
ピ
b
、

4
y
p
y
市
に
於
て
は
、

そ
の
境
械
が
、
以
前
の
大
ベ

U
F
P
Y
磁
を
合
併
し
て
以

来
、
若
し
〈
繍
張
せ
ら
れ
た
の
で
、
乗
合
白
働
車
線

ω

移
動
は
、
す
べ
℃
、
市
の
境
域
内
に
存
し
て
ゐ
る
有
様

で
ゐ
る
か
ら
、

4

Y

9

Y
市
に
あ
っ
て
は
、
乗
合
自
働

， .・‘・.



車
は
、
市
街
電
車
の
補
助
機
関
だ
る
の
役
割
を
勤
時

τ

ゐ
る

ω
で
ゐ
る
。
尤
も
、
ぺ

u
y
y
y
市

ω
周
固
に
は
、

多
数

ω
自
倒
車
線
が
遁
巴
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ら
の
線

は
、
一
九
二
四
年
に
於
て
は
、
未
に
、
ペ

y
p
v
市
の

埼
域
に
鯛
れ

τゐ
な
い
か
ら
、
今
度

ω調
査
仁
賞
つ

τ

は
、
之
は
除
外
せ
ら
れ
T
居
る
。

調
逸
に
於
け
る
、
こ
の
新
し
い
形
式
の
乗
合
車
交

通
、
郎
丸
乗
合
自
働
車
交
通
は
、
最
近
に
於
て
白
働
車

の
建
造
方
法
が
大
い
に
改
良
せ
ら
れ
た
、
め
に
、
俊
一
連

し
た
の
で
あ
る
が
、
他
面
に
於
て
、
幣
制
の
安
定
し
た

こ
E
も
、
そ
の
後
遺
を
喚
起
し
た
重
大
原
因
で
め
る
o

rか
ら
、
多
数
の
都
市
に
あ
っ
て
は
、
乗
会
自
働
率
企

業
は
、
一
九
二
四
年
度
に
於

τ、
漸
(
、
開
業
の
運
び

事官

第

態形業 企 表

-
九
二
四
年
度
白
定
期
的
乗
合
自
働
車
交
酒

替

替

使
又

業

業

開
年

は

山

山

車

鹿

蜘

輔

替

市

lIi: 

大

調l

月

也一同点・口

一一ユ・口

暦暦
(
岡

J" 

へ

録

猫
抱
都
市
に
於
け
る
乗
骨
自
働
車
交
酒
田
現
献

雑

芭
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他

ω
諸
都
市
か
ら
は
、

一
営
市
に
於

τは
、
策
合
自
働
車
は
今
正
に
計
査
中
に
属

一
す
る

Z
炉
、
逗
〈
開
業
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
な
げ
と
さ
、

報
告
し
て
来
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。
従
1
、
以
下
掲
げ

る
一
九
二
四
年
度

ω報
告
も
、
ま
た
会

c
過
渡
的
の
も

の
さ
見
る
の
外
は
な
い
が
、
ぞ
れ
で
も
、
そ
れ
は
、
全

然
煩
低
な
き
も
の
で
も
な
か
ら
う
。

ぜ
品
ヒ
ナ

1
氏
は
、
か
〈
前
置
き
し
て
、
き
て
本
題

に
入
。
、
乗
合
白
働
車
交
通
ef
、
定
期
交
通
Z
不
定
期

交
通
芭
に
1
7
も
、
ま
づ
、
前
者
hr
ら
説
明
し
て
居
る
。

そ
し
て
、
噛
胤
め
、
前
者
に
つ
い
て
の
纏
括
的
な
る
統
計

去
を
掲
げ
て
居
る
。
第
一
表
が
そ
れ
で
あ
る
。
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業
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民
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シ

プ

書

品

ン

一一一

v プ見キ
中

カ

都

録

調
泡
都
市
民
静
け
る
乗
告
白
働
車
変
調
白
現
献

普

朝日
t〆B〆

" 

テ

" 
テ

4

シ

企

普

普

良
識

業

農

開

形

年

ま

附

恕

度

期

ル

混

暦

ヤ』

e
A

ラ

暦

友

デ

混

合

系

ラ

ウ

ラ

曾

-

E

『
ヲ
暦
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十
月
}

m

ノ

1
凸

7

3

t

A

，

(

私

暦

(

十

二

月

}

一
三
ル
シ

4

ル

タ

ヲ

曾

プ

レ

私
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月
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月
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都
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凡

曾同ニ

l
一口・昌

ヲ

曾

業

線

路

綿
延
長
(
粁
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z
、ra
-
E
J

一
般
そ
白
内

市
川
間

回
一
回
・
屯

A
m
-
A

=
-
E・也

A
よ

-
一
口
・
口
同
・
0

z

n口
・
白
雪
・
0

-
Z
7
0
=
n
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-
-
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A
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=

Z

A
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-
c
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一
A
-
A
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-
呈
〕
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0

-

五・ロ

It 

月月月

】
ぜ
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・
口
一
石
・
口

-
一
正
・
口
一
一
・
且

-
明
田
・
口
同
一
・
耳

昌
一
白
日
・
口
品
同
・
日

同
点
附
・
E

E

H

・口

一
且
・
耳
-
・
以

=ニ一
-

Z

A

・E

月

Z

A

守
口
議
る
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第
二
十
五
寄

:f< 

" 
三三 ー一・ 豆孟 ，、 ーー - -ー

孟 宗 宗 又 長 三 邑 露 三邑席

料
金

不
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豆
-
o
Z
E
-
-

一
昌
也
・
証
書
晶

z
-
A
i
l
-
口

平

静

由

一

口

不

詳

一
口
不
詳
不
詳

八

不

詳

平

静

昌

一
口
不
詳

一
ロ
不
詳

ル曾

『
私

ル

A

私

-
F
h崎，4

有

プ

ヲ

ウ

エ

シ

胡

帥

ミ
品

V

ス

n

p

l

私

2
九
パ

B

デ

シ

{

山

小

郡

脅

7

ヲ

イ

デ

ル

タ

五席A 由

長国三邑天毛瓦

一一一霊山

己

不

詳

一A
弔
辞

不
詳

五

修司

粁

ー 不平不平不
合 g 詳詳詳詳静

-<=> 
不
詳

第
-
一
揖

骨

車
輔
走
行
軒

-
幅
七
、
で
屯
口

一口、司君主

亘昔、
A{}
口

君
、
呈
一

A

、宗一

z、山円口

罫晶、ロ一三

-
z
J
'
口品

向
、
盟
一

唱、三白白

】

Z
J一己己

回、且口口

邑
、
ロ
ロ
ロ

一吾晶、三品

目
、
室
岡

聞入、ロロ(〕

曙
唱
、
Z
百
ロ

一
君
、
宕
孟

式

業

成

績

乗

車

人

民

』
耳
目

A
J
責
A

=
、
品
目
A

-圃己、口{]丙]

回出、
P
4
2

一

占
問
、
口
-
正

不
詳

回r一、向者口
不
詳

-一、
h

空
軍

不
詳

ユ岡、ロロ己

向、-dA]

-晶、ロ]口
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J
H
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瞥

昌

夫

・

ロ

不

時

点

三

昌

也

l
石

市

詳

約

寸

先

、

8
0

約
一
合
、

g口

曾

(

六

一

=

7

0

A
・D
-

三

A

A

不
詳

-
A
、
雪
国
量
、
議
豆

カ

暦

コ

一

口

・

ロ

不

詳

車

三

一

口

不

詳

不

詳

約

三

J

B

-
一三、主一一

巳

y

F

V
プ

ル

タ

曾

(

六

一

品

・

ロ

守

口

=

一

六

一

A

不

詳

弓

塁

、

g口
凡
豆
、
一
一
会

ポ

ク

ツ

グ

ペ

ム

曾

耳

去

る

不

詳

尚

一

A

!

?

互

不

詳

一

g、-一口
A

回
孟
、
理
事

フ
レ

y

ス

プ

ル

タ

暦

畢

不

詳

不

詳

昌

三

l
不

詳

平

洋

不

詳

不

詳

首

イ

セ

y

{

十

一

月

)

一

一

千

口

一

骨

-

O

z

-

-

z

A

不
詳

A、
一
回
目
向
、
主
ロ

ヨ

プ

レ

y

ツ

ヲ

曾

Z

E・
口

不

詳

両

目

玉

同

一

口

不

詳

輩

、

棄

耳

菜

、

三

一

儲
附
考
〕
「
私
」
H
「
私
企
業
」
。
「
ヲ
」
H
「
ラ
イ
ヒ
ス
・
ポ
ス
ト
白
ト
鋼
管
」
。
{
混
」
H
「
混
合
偶
済
企
業
L
。
「
時
」
U
(商
家
企
業
以
外
の
)

「
品
企
鵡
」
二
層
」
H
「
層
年
」
。
「
曾
」
N
「
舎
酔
年
度
」
ι

右
の
表
に
依
て
明
か
で
あ
る
や
う
に
、

rm間
山
間
乗
合

自
働
車
、
却
も
日
々
一
定
の
選
時
計
壷
に
従
て
艦
笹
せ

ら
れ
る
薬
会
自
働
率
は
、
一
九
二
四
年
度
に
於
て
は
、

問
ひ
合
せ
た
る
人
十
五
都
市
の
内
に
パ
、
二
十
三
都
市

に
の
み
存
L

J居
h
、
就
中
、
大
都
品
酌
二
十
一
戸
市
の
内

十
市
、
中
郡
曾
二
十
ニ
市
の
内
四
市
、
小
都
品
酌
四
十
市

の
内
九
市
に
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
ザ
い
か
ら
、
一

九
二
四
年
度
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
大
都
曾
の
方
が
、
中

小
郡
曾
よ
h
も
、
乗
合
自
働
率
の
施
設
に
於
て
、
優
っ

て
ゐ
る
わ
付
で
あ
る
。

調
査
せ
ら
れ
た
諸
都
市
に
存
在
す
る
乗
合
自
働
率
企

一一一一一一一一-"..

オ
ス
ナ
プ
り
品
ツ
タ

グ

，

イ

ウ

4

9
ツ

ッ
，
q

ヲ

ウ

ラ公温豊島私

月 H 

私ヲ

.' 

窃
抱
都
市
に
於
け
る
乗
合
自
働
事
実
泊
白
担
保

輔

保

業
は
、
す
べ
て
uv

、
二
十
人
あ
b
、
そ
の
内
、
十
は

同
広
島
唱
。
ω
仲
の
経
管
に
か
、
・
9
、

=
E園
家
企
業
以
外

の
会
企
業
で
あ
り
、
五
は
混
合
経
済
企
業
で
ゐ
り
、
時
煙

b
の
十
は
忍
企
業
で
あ
る
。
但
し
、
同
じ
〈
私
企
業
吉

云
つ
で
も
、
ペ
ル

p
v
市
の
と
]
四
日
仏
吉
岡
注
目

5

0
E
E
E
T〉・
1
0・
(
略
し

τ
〉『
O
お
さ
一
去
ふ
)
の
株
式

の
遇
竿
は
、
岡
市
の
所
有
す
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
。
八
つ

の
、
岡
家
企
業
以
外
の
る
企
業
並
に
混
合
経
憐
企
業
の

内
、
タ
ヰ
且
バ

1
デ

ν
市
及
び
ヒ

y
デ
y
プ
介
ク
市
の

ニ
企
業
は
、
純
市
企
業
で
ゐ
る
。
反
之
、
ド
レ
且
デ

y
、
プ

9
9
z
y
及
び
ツ
イ
ッ
カ
ク
の
三
市
の
乗
合
自

第
二
十
宜
巻

士

第

就

一
三
七

元串、 Statistisches]ahrbuch deutscher Stadte t:於て位、調亀都市在、人

目E高乃至十高山11'、都宮r!.十高乃至ご十高田申都曾主、十高以上白大都

合とに分ち、乙由直別に基いて、ナベて<>11宇i:取扱ってゐる自であるo ピ

晶ヒナー氏自本舗も、また、そ由例r-:洩れない四て島る。

1) 

， 
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雑

鵠

調
場
祁
市
に
於
け
る
乗
合
白
働
車
交
通
の
現
批

働
車
企
業
は
、
州
立
一
の

n
F
目
白
』
〉
』
の
・
に
よ
っ
て
純
替
せ
ら
れ
て
居
h
、
ま
た
、

グ
ラ
イ
タ
イ
ツ
ツ
市

ω乗
れ
片
ロ
白
働
車
企
業
の
設
立
に
は
、

閥
、
州
、
勝
、
多
数
の
郡
及
ぴ
都
市
が
、
開
奥
し
て
居

る
の
で
ゐ
る
。
肉
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
そ
の
法
律
上

の
形
態
よ

b
分
て
ば
、
六
企
業
は
株
式
品
目
枇
で
ゐ

b
、

四
企
業
は
有
限
責
任
命
日
枇
で
あ
ち
¥
三
企
業
は
ん
日
名
曾

枇
で
ゐ
hJ
、
四
企
業
は
仰
人
商
合
で
ゐ
る
o

そ
し
て
、

そ
の
外
に
、
二
つ
の
純
市
企
業
ご
河
内
町
n
F
4
0
且
の
経

替
に
炉
、
る
十
企
業
ご
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
o

一
都
市
に
し
て
一
つ
以
上
の
乗
合
白
働
車
企
業
の
存

す
る
も
の
は
、

4

U

F

リ
ン
(
二
)
、
川
ノ
1
グ
ァ

l
(
一一)、

カ
ッ

h
t
u
F
(

三
)
、
ク
ヰ
ス
バ

1
デ

y
竺
一
)
の
四
市
で
ゐ

る
。
ま
た
、
総
計
二
十
人
の
企
業
の
中
に
て
、
一
九
二

周
年
皮
を
通
じ

τ管
業
し
た
も
の
は
、
た
い
Y

十
五
に
す

ぎ
す
、
他
は
、
一
政
年
度

ω
経
過
中
に
修
業
を
開
始
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
比
峡
す
る
の
に
便
利
な
や
う

に
、
第
一
表
に
於

τは
、
各
簡
の
企
業
を
、
別
々
に
掲

げ
て
置
い
た
。

阪
遁
の
如
〈
、

同
日
目
阿
古
島
町
宮
司
月

rzhw円

j
印
刷
『

d
y
リ
ン
市
に
於

τは
、
乗
合
白
働

第
二
十
五
巻

丹、

第

蹴

八

車
線
は
市
の
境
域
内
に
終
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
唯
一

の
例
外
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
州
都
市
に
於

τは
、
す
べ

て
、
市
の
領
域
外
に
も
運
縛
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

L
か
も
、
多
〈
の
都
市
に
於
て
は
、
第
一
表
の
示
す
如

(
、
こ
の
市
外
交
通
り
方
が
、
市
内
交
通
に
比
し
、
ょ

h
盛
ん
な
の
で
あ
る
。

定
期
的
仁
乗
合
白
働
率
の
往
復
す
る
線
路
の
敷
は
、

線
路
総
延
長
ピ
同
様
に
、
各
都
市
に
於

τ、
稲
々
様
々

で
め
る
o

僅
か
に
一
線
し
か
持
た
な
い
都
市
が
七
市
ゐ

る
。
四
都
市
は
二
抽
酬
を
有
し
、
七
都
市
は
三
州
臓
を
有

し
、
ニ
抑
制
市
は
阿
線
を
有

L
、
五
線
を
有
す
る
都
市
が

二
市
ゐ
る
o

六
線
以
上
を
有
す
る
郁
市
は
、
ひ
ご
り
べ

U
Y
F
Y
市
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
岡
市
に
は
、
合
計
十

入
線
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
線
の
平
均
延
長
も
、

』
ン
プ

y

p
而
の
一
ニ
・
七
粁
を
政
一
畑
正

L
、
最
も
長
き

プ
ラ
ク
且

V

市
の
三
一
ニ
・
三
粁
に
い
た
る
ま
で
、
都
市

-
に
よ
り
、
長
短
様
々
で
あ
る
。
使
用
車
附
放
は
、
ペ
ル

一
η
ノ
ン
市
を
除
い
て
は
、
極
僅
か
な
も
の
で
あ
る
。
十

市
に
於

τは
、
一
線
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
車
酬
は
、
卒

均
各
一
車
で
あ

h
、
入
荷
に
於

τ
は
、
各
二
車
で
あ

・..



る
。
た
い
、

4
U
F
P
Y
市
に
あ
っ
て
は
、
卒
均
九
事
が

各
線
に
運
開
さ
れ
て
ぬ
ゐ
。
そ
の
他
の
都
市
に
し
て
一

線
的
蓮
勝
率
附
平
均
放
の
最
大
な
る
も
の
は
、
7
7
イ
一

プ
y
p
市

の

四

車

で

あ

る

。

一

今
、
第
一
表
を
基
礎
正
し
て
、
各
都
市
に
於
り
る
、
一

乗
合
自
働
市
線
路
数
、
一
線
平
均
延
長
及
び
一
線
蓮
嶋
一

車
酬
平
均
敷
を
算
出
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。
一

一線量一

車
帥
平
均
一

勤
(
粁
」
一

一一

Eι 

表

相1

市T

線

路

政

大

都

合

ベ

ル

リ

ン

丹

シ

プ

r 

ン

λ 

ヒ
~ 

ア ェ ル

ン ク" 

ν 

7・

ス

レ

ラ
一
ウ

グ

ァ

l

7 ハ
ユ

レ見， ノ

y
.へ

ル

タ

メ

ン

λ 

テ

フ

テ

4 

ユノ

キ

中

官
Jレ

格

雑

一
線
平
均

延
長
(
粁
)

- --ーニニ三一ニ凹凡

λ
・九

三

τヒ
一0
・
山

一0
・0

一一

0

・。
二一ニ・一-一

二
0

・O
-
7
0
 

一
八
・
八

二一

0

・。

~ 

網
越
都
市
に
於
廿
る
乗
合
自
働
車
交
通
り
現
駄

ツ

セ

ル，

四三三

ニ

0
・0

ニ↓一一・一一一

一
六
・

0

h川
ι

・、ノ
二

〔

一ー

カプ
一
ア

ミ
A

ン

ス

タ

p

ウ

発

ス

バ

l

J
ア

シ

小

都

脅

フ

ラ

イ

プ

ル

ク

オ

ス

ナ

プ

リ

ュ

ッ

ク

グ

ラ

イ

ウ

4

ッ
ツ

ツ

4

9

カ

ウ

ヒ

シ

ヂ

シ

プ

ル

ク

ポ

ッ

グ

ウ

" 

三 一 五 五 一 二 一三 更

二
八
・
七

L
 

J

ノ・
一一

7
0五・。

丸
・

o
七
・
ニ

不
詳

一
九
・

o

一
五
・

o

二三一一二三一 二回

ム

フ

レ

ン

ス

プ

ル

ク

前

イ

セ

シ

ヨ

プ

レ

シ

ツ

ま
た
、
車
酬
の
乗
客
収
容
カ
に
つ
い
V
T
見
る
も
、
各

都
市
ゆ
聞
に
於
て
、
ま
た
各
企
業
の
聞
に
於

τ、
著
し

い
差
異
を
見
出
す
。
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
、
ユ
ュ
ル
V

4

F

F
、
プ

V
1
メ
ン
、
ア
レ
ン
月
プ
戸
ク
、
ポ
ツ
ヅ
グ
ム

の
五
市

ω車
酬
や
、
内
Y

キ

R

J

1

デ
ン
の
市
畿
で
な
V

方
の
企
業
の
車
駒
市
町
一
如
、
吉
は
、
事
に
座
席
を
有
す
る
の

み
で
あ
る
c
乗
客
牧
容
方
的
最
も
大
な
る
も
の
は
、
ク

ヰ

旦

バ

1
デ
ン
の
市
畿
の
乗
合
白
倒
山
中
で
あ
っ
て
ー
四

第
二
十
五
容

ゴL

1<" 
a 

一
三
九

，"・.



雑

録

調
晶
画
都
市
に
品
即
時
"
る
接
合
自
働
車
安
調
白
現
依

十
四
筒
の
座
席
正
、
十
人
簡
の
立
席
Z
を
持
っ
て
居
る

の
で
あ
る
。
反
之
、
牧
容
カ
最
も
小
な
る
も
の
は
、
ミ

晶

Y

E

品
Y
H
d
N
U
F
ヒ
ン
ク
聞
の
線
を
走
行
し
て
ゐ
る

H
F
a
n
F
4
0
民
の
車
輔
で
ゐ
っ
て
、
単
じ
十
三
筒
の
座
席

恥
持
っ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
。

夜
間
蓮
鱒
は
、
一
九
ニ
四
年
度
仁
あ
っ

τは
、
ぺ

w

p
y
市
の
外
r
h
、
ミ
品

y
t
z
y
及
び
ヒ
Y
デ
V

プ
y

p
の
爾
市
に
於
て
行
は
れ

τゐ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ぺ
U
F
9
y
市
に
ゐ
つ

τは
、
夜
間
蓮
輔
は
、
ニ
線

に
於

τ、
午
後
十
二
時
が
ら
午
前
四
時
に
到
る
ま
で
行

は
れ
、
ミ
品
ン
ヒ

s
y
市
に
於
て
は
、
午
後
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
、
ヒ

Y
デ
Y
プ
UF
ク
市
に
於
て
は
、
午
後

人
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
、
行
は
れ

τゐ
る
の
で
あ

.。。衣
に
、
乗
合
自
働
車
の
乗
車
券
制
度
は
如
何
ご
云
ふ

に
主
芭
し

τ、
片
道
乗
車
券
制
が
行
は
れ

τゐ
る
。
尤

も
、
九
都
市
に
於

τは
、
こ
の
外
に
、
定
期
乗
車
券
も

利
用
き
れ
て
ゐ
る
が
、
毛
の
利
用
範
園
は
極
め
て
狭

い
。
郎
も
、
一
九
二
四
年
度
に
於

τは
、
大
都
曾
の
内

に

τ、
ρ
y
プ
Y

ク
市
に
あ
っ
て
は
、
ニ
九
三
入
枚
の

第
二
十
宜
巻

四
O 

第
一
一
揖

一
回

O

遡
極
め
定
期
努
£
九
人
枚
の
月
極
内
定
期
券
ご
が
、
プ

v
z
-一フ占
y

市
じ
於

τは
、
一
五
二
枚
の
遡
極
め
乃
重
月

極
め
定
期
券
が
、
品
『
A

F

Y

4

F

F
市
に
於
て
は
、
四

一
一
一
一
枚
の
週
極
め
定
期
券
正
六
枚

ω月
極
め
定
期
券
t

が
横
行
さ
れ

τ居・
9
、
中
郡
曾
の
内
じ
て
、
カ
ッ
セ
戸

市
に
於
て
は
、
三
六
五
枚
の
週
極
め
定
期
券
正
三
枚
の

月
極
め
定
期
券
Z
が
、
-
タ
ヰ

z
j
1デ
Y

市
に
於
て

は
、
入

O
O校
の
迦
極
め
定
期
券
ピ
ニ

O
O冊
の
十
回

分
回
数
券
Z
が
後
行
宮
れ

τ居
h
、
ま
た
、
小
郡
曾
の

内
に
て
、
ォ
旦
ナ
プ

9
畠
ツ
ク
市
に
あ
っ
て
は
、
毎

月
、
約
二

O
O枚
の
往
復
待
、
活
極
め
定
期
券
及
び
月

極
め
定
期
券
が
、

E

V
デ
Y

プ
y
h
y

市
に
於

τは
、
三

二
枚
の
週
極
め
定
期
券
正
四
五
枚
の
月
極
め
及
び
率
生

定
期
券
が
、
ポ
イ
セ

y
市
に
於

τは
、
二
枚
の
週
極
め

定
期
券
正
二
五
枚
の
月
極
め
定
期
券
古
が
、
ヨ
プ

v
v

y
市
に
於
て
は
、
三
六
枚
の
月
極
め
定
期
券
が
、
そ
れ

ぞ
れ
、
俊
行
せ
ら
れ

τ居
る

ω
で
あ
る
。
向
、
定
期
乗

車
券
を
用
ゆ
る
乗
客
舷
は
、
プ
V
R
-
7
ヲ
市
の
場
合
を

除
い
て
は
、
す
ぺ
て
、
前
掲
第
一
表
中
の
、
「
乗
車
人

員
」
の
中
じ
算
入
し

τゐ
品
。

L.. _"". 



乗
車
料
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
完
会
な
る
数
字
を
得

る
こ

E
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
片
道
乗
車
に
封

す
る
一
粁
卒
均
料
金
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
報
告
に
接

し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
粁
五
布
乃
至
十
布
で
あ

る
。
最
短
距
離
に
劃
す
る
最
低
料
金
は
、
こ
れ
ま
た
、

報
告
を
得
た
も
の
丈
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
十
五
布
で
あ

ee
。定

期
的
乗
令
自
働
事
の
管
業
成
績
に
つ
い
て
は
、
も

ち
ろ
ん
、
一
九
ニ
四
年
度
全
期
を
通
じ
て
笹
業
せ
る
各

企
業
又
は
各
線
全
比
較
す
る
外
は
な
い
。

A
ー
か
、
る
企

業
じ
つ
い

τ、
一
線
卒
均
乗
車
人
員
数
、
及
び
一
線
卒

均
走
行
事
輔
粁
放
を
算
出
し
て
み
る
ピ
、
第
三
表
の
如

(
で
あ
る
。

岨
伊

111間

表

都

市

来

車

人

員

大

割

合

ル

'

ン

ン

プ

ル
4

ア

=
、
入
ニ
六
、
九
五
O

プ
九
丸
、
六
五
O

ニ四
O
、0
0
0

-五、一ニ王一

ク

レ

ス

ン

プ

ν 

ス

ラ

ウ調
塩
都
市
に
於
け
る
莱
骨
自
働
車
費
調
。
現
依

雑

録

線

平

均

走
行
車
輔
(
将
)

四
九
人
、
五
回
五

四
回
、
ニ
九
三

五七、凡
0
0

一
o、O
一七

-
一
-
ュ
ル
シ
ペ
ル
ク

ス

-T一
歩
手
'
・
4

都ウ

一一、四
λ

五

=
、
九
二
三

二
、
五
一
エ

穴、四五一

シ

中

合

プ

ヲ

エ

y

小

都

合

フ

ラ

イ

プ

ル

タ

オ

只

ナ

プ

り

品

ツ

夕

刊

Y

4

フ

七
回
、
ニ
三
九

五
-
、
七
七

二六、二
O
一

約
武

O

、。。。

一一
O
、九七七

λ

王、
o
λ
七

一
入
、
七
三
七

四
五
、
六
九
一

約九大、
0
0
0

約
}
六
二
五
0

2

一ニ、
O
四
=

=
-
、
凡
穴
宜

ポf

フ'

ν ッ

ν ダ カ

ヅ ム ウ

• 
ヨ

最
後
に
、
一
九
二
四
年
度
に
於
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